
１．除草について

３．アワノメイガ・アブラムシ対策

適期の栽培管理で収量・品質をアップしましょう！！

★ポイント

〇追肥のタイミング…草丈40㎝程度の頃、本葉5～6枚）

※葉数7～8枚頃に雌穂が分化するため、ストレスがかからない

よう追肥が遅れないように注意！！

※追肥散布時には、新葉（生長点）にかからないように注意！

〇施肥量＊チッソで5～6㎏/10a（例：アグリフラッシュ40㎏/10a）

★ポイント

〇雄花抽出後に3回の防除をおいこないましょう！！

※パダン粒剤やパダンSG水溶剤の使用は1回だけにしましょう。

２．追肥について

植穴等に雑草が多発する場合があるので、播種または移植後に除草剤を散布しましょう！

アブラムシ被害

【野菜づくり情報】

追肥のタイミング

防除①：雄花抽出初 防除②：雄花開花、絹糸 防除③：雄花開花

草丈
40ｃｍ

アワノメイガ

アワノメイガ被害（絹糸がとれる！）

新葉の焼け症状

〇虫を見つけてからでは手遅れです！早めの防除を心掛けましょう！！

1回目
雄花抽出初め
（雄花に散布）

2回目
雌花絹糸抽出期

（1回目の7～10日後）

3回目 2回目の7日後

※必ず展着剤を添加！

時期 薬剤

パダン粒剤6㎏/10a
（又は、パダンSG水溶剤1,000倍　70ℓ/10a以上）

プレバソンFL2,000倍+モスピラン顆粒水和剤2,000倍
※2剤を混用100ℓ/10a

アファーム乳剤1,500倍　150ℓ/10a

≪播種後に使用する除草剤≫

薬剤名 使用時期
薬量

（ml/10a)
希釈水量(ℓ
/10a)

使用回数 使用方法

ゴーゴーサン乳剤
播種後出芽前
（雑草発生前）

200～400 70～150 1回 全面土壌散布

ゲザプリムフロアブル
播種後とうもろこ
し2～4葉期

100～200 50～100 1回 全面土壌散布及び
雑草茎葉散布


